
【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学　校 4 名

その他 1 名

8/17 教育課程内

(土)

9/4 教育課程内

(水)

11/23 教育課程外

(祝)

2/17 教育課程外

(月)

759 25 61 4 15 16 880

◎主 学習支援 3 回　・　体験活動 1 回　・　地域交流 1 回　・　体力健康 2 回　・　学校支援 0 回

○従 学習支援 1 回　・　体験活動 1 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 1 回

本部名 テとテとテつほく

代表者 中安　恭平 （NPOくるりんlabo代表）

令和６年度　

学校名 手稲鉄北小学校 【手稲区】

校長、教頭、教職員2

ＰＴＡ 3 名 PTA会長、役員2 NPOくるりんlabo

コーディネーター 1 名 NPOくるりんlabo代表（社会教育士/理学療法士）

構成

合　計 17 名 （代表者・地域学校協働活動推進員含む）

地域住民 9 名 子ども育成連合会手稲区支部長、特定非営利活動法人あい理事長、手稲鉄北まちセン所長、フリースクールスタディラボ、手稲前田児童会館館長、株式会社TSUKAM取締役、ワーカーズコープ手稲地域福祉事業所長、北海道科学大2

会議開催 3 回 開催月 6月、11月、3月

実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

No
実施日
※2

教育課程
内・外

分野：◎主・○従

活動名 活動実施状況

参加人数

学
習
支
援
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体
力
健
康

学
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師

推
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スタッフ

合
計

1

2 ◎ ○

医療的ケア児・出前授業（全
３回）

9/2 4 21の3回に渡って実施した。5年生は1学期から様々な
福祉について学び2学期からは障がい者の生活や困りごとに
ついて学んでいる。児童は、首から下が動かない講師の話
を熱心に聞き、交流を深めるとともに写真展で全校児童に
医療的ケアが必要な人について知ってもらうことができ

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ○ ◎

親子でスイカ収穫体験

３・4年生を対象にスイカの収穫体験参加者を募り、講師か
ら手稲の特産品であるスイカ生産の現状や喜び、課題など
についてお話をいただいた。その後、スイカの収穫、試食
を行うと児童からはおいしいなどの収穫・試食を喜ぶ声が
多く聞かれた。

体育館 手稲鉄北まちづくり協議会、手稲鉄北まちづくりセンター

496

1 4 0

松森公園 松森農園

4716 25

119

玄関ホール、体育館 医療法人稲生会、講師

110 0 4 1 0 4

4 ◎

体育館de雪合戦（全２回）

5 2

もちつき大会

地域の方々と協力して餅つきをし、その後おしるこやみた
らし、ゴマ、きな粉で味付けをしたお餅を食べながらみん
なで交流を深めた。また、遊びコーナーでは「ていぬペタ
ンク」「バルーンアート」「六角返し」「わなげ」などを
楽しんだ。

438 0 50 13

10

体育館

○ ◎

218

1年生17日、2年生18日を対象に中休みの時間を使い室内用
のスノーボールを使用して雪合戦を実施した。1チーム16～
17人で実施することで中休みでも学年全員が協議に参加す
ることができ、児童はみな楽しく参加することができた。 195 0 6 1 6

札幌市子ども会育成連合会手稲区支部（審判有資格者）

5

7

6

8

10

9

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 7 回 （分野分類）


